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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、約40アミノ酸のモチーフであるFボックスを特徴とするFボックスタンパク質ファミリーのメンバーをコードします。Fボックスタンパク質は、リン酸化依存性ユビキチン化に機能するSCF（SKP1-cullin-F-box）と呼ばれるユビキチンタンパク質リガーゼ複合体の4つのサブユニットの1つを構成します。Fボックスタンパク質は、WD-40ドメインを含むFbws、ロイシンリッチリピートを含むFbls、および異なるタンパク質間相互作用モジュールまたは認識可能なモチーフを含まないFbxsの3つのクラスに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質はFblsクラスに属し、Fボックスに加えて、10個のロイシンリッチリピートが直列に並んでいます。このタンパク質は、サイクリンA-CDK2 S期キナーゼの必須要素です。細胞周期の進行、シグナル伝達および転写に関与する標的タンパク質のユビキチン化とそれに続くプロテアソーム分解を媒介する SCF (SKP1-CUL1-F ボックス タンパク質) E3 ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の基質認識コンポーネント。リン酸化 CDKN1B/p27kip を特異的に認識し、G1/S 遷移の調節に関与しています。CDKN1B/p27kip の分解には CKS1 も必要です。標的タンパク質 ORC1L、CDT1、RBL2、MLL、CDK9、RAG2、FOXO1A、UBP43 を認識し、おそらく MYC、TOB1、TAL1 も認識します。TAL1 の分解には STUB1 も必要です。 CCNE1またはCCNE2およびCDK2と共存するCDKN1Aを認識します。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのFボックスドメインを含みます。,類似性：8つのLRR（ロイシンリッチ）リピートを含みます。,サブユニット：CUL1、RBX1、SKP1、SKP2からなるSCF(SKP2)複合体の一部です。CUL1およびSKP1と直接相互作用します。CKS1と相互作用します。サイクリンA-CDK2複合体と相互作用します。ORC1L、リン酸化CDT1、リン酸化RBL2、ELF4、リン酸化RAG2、FOXO1A、UBP43、MYC、TOB1、TAL1、MLLと相互作用します。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;ユビキチンを介したタンパク質分解;がんにおける経路;小細胞肺がん;
	画像データ
	

	SKP2/p45抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SKP2/p45抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SKP2/p45抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Skp2 p45ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト右腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト右腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト右腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

